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令和７年度 高等学校「工業」実技研修（仕上げ） 実施要項 

 

１ 目的  民間企業の高度熟練技能者等による講義・実技訓練等を通して、製造現場でのものづくり

の考え方や仕上げ作業に関する専門的な知識と技能を習得し、総合的な実技指導力の向上を

図る。 

 

２ 対象  高等学校及び支援学校（高等部）の工業（機械）担当教員 

募集人数 15名 

 

３ 日時等 

回 日時 主題等 講師等 

１ 

・

２ 

７月 31日（木） 

９:00～12:00 

13:00～17:00 

安全教育・測定 
仕上げ作業の基礎 
仕上げ作業の基本実習１ 

〔講義・実習〕 

パナソニック株式会社 
エレクトリックワークス社 
高度熟練技能者等 
 

大阪府教育センター 

指導主事等 

３ 

・

４ 

８月４日（月） 

９:00～12:00 

13:00～17:00 

仕上げ作業の基本実習２ 

〔実習〕 

５ 

・

６ 

８月６日（水） 

９:00～12:00 

13:00～17:00 

仕上げ作業の応用実習１ 

〔実習〕 

７ 

・

８ 

８月７日（木） 

９:00～12:00 

13:00～17:00 

仕上げ作業の応用実習２ 

〔実習〕 

９ 
８月 26日（火） 

14:00～17:00 

課題作品の検討・評価・成果発表 

〔発表・協議〕 

※太字の時間帯は、通常の時間帯と異なるので注意してください。 

 

４ 会場  パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社 

エレクトリックワークステクニカルカレッジ（門真市大字門真 1048 番地） 

 

 

 

 

 

５ その他  （１）受付は 30分前から。 

（２）来所時には、所属名・名前の入った名札を着用すること。 

（３）研修会場に、自家用自動車・バイク等の駐車はできません。 

（４）（受講決定後～当日）Plantで、事前連絡や課題等がないか確認すること。 

（５）問い合わせ等は、大阪府教育センター高等学校教育推進室（06-6692-1882）まで
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京阪電鉄京阪本線「西三荘」駅下車、北へ約 300ｍ  

 Osaka Metro谷町線「大日」駅下車、南西へ約 900ｍ  

 大阪モノレール「大日」駅下車、南西へ約 1,000ｍ 
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行うこと。 

 

６ 担当室  高等学校教育推進室 

 

 

 

 

 

 

一括募集２ 
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令和７年度 高等学校「工業」実技研修（仕上げ） シラバス 

 

 

１ 目的 

民間企業の高度熟練技能者等による講義・実技訓練等を通して、製造現場でのものづくりの考え方

や仕上げ作業に関する専門的な知識と技能を習得し、総合的な実技指導力の向上を図る。 

 

２ 大阪府教員等育成指標の対象項目 

OSAKA教職 

スタンダード 

共通の指標 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 

第４期                

第３期                

第２期                

第１期          ○ ○     

第０期                

 

３ 研修の主題とねらい等 

回 主題 ねらい 内容 準備物・事前課題 

１ 

・ 

２ 

安全教育・測定 

 安全作業の重要性を知

り、指導に生かせる力

を身に付ける。 

 測定器の使用法や測定

の重要性を理解すると

ともに、指導に生かせ

る力を身に付ける。 

 講義や KYT などを通し

て、企業における安全

衛生教育等について学

ぶ。 

 講義を通して、仕上げ

における測定の重要性

と求められる精度を学

ぶ。 

準備物 

作業服、作業帽、

保護めがね、安全

靴、指定された測

定器等 

（詳細については

別途連絡） 

仕上げ作業の基礎 

やすりやドリル、リーマ

などの工具をはじめとし

た仕上げに関する基本知

識を高め、指導ができる

力を身に付ける。 

講義を通して、仕上げ作

業で用いる工具や仕上げ

に関する基本知識を理論

的に学ぶ。 

仕上げ作業の基本

実習１ 

やすりの基本姿勢・基本

動作（持ち方・かけ方）や

平面加工・平行加工につ

いての技能を高め、指導

ができる力を身に付け

る。 

やすりの基本姿勢・基本

動作（持ち方・かけ方）や

平面加工・平行加工につ

いて学び、その技能練習

を行う。 

３ 

・

４ 

仕上げ作業の基本

実習２ 

やすり作業の基礎的・基

本的な加工方法（平面加

工・直角加工・平行加工・

四面体加工）についての

技能を高め、指導ができ

る力を身に付ける。 

やすり作業の基礎的・基

本的な加工方法（平面加

工・直角加工・平行加工・

四面体加工）について学

び、その技能練習を行う。 
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５ 

・

６ 

仕上げ作業の応用

実習１ 

加工手順の考え方を理解

する。 

適切な（むりなく、むだ

のない）加工手順につい

て、各自で検討する。 

ロッド加工の技能を身に

付ける。 

指定時間内でロッド加工

を行う練習に取り組む。 

溝加工・けがき・ボール

盤での穴あけ作業のポイ

ントを理解するととも

に、指導に生かせる力を

身に付ける。 

溝加工・けがき・ボール

盤での穴あけ作業のポイ

ントの説明を受けたの

ち、実際に練習作業を行

う。 

タップのめねじ切り作業

のポイントを理解すると

ともに、指導に生かせる

力を身に付ける。 

タップのポイントの説明

を受けたのち、実際に練

習作業を行う。 

７ 

・

８ 

仕上げ作業の応用

実習２ 

これまでに学んだ技能を

ふまえて、蓋加工の方法

について理解を深める。 

蓋加工に要する技能の説

明を受け、その加工手順

について各自で考えた上

で、実際に課題に取り組

む。 

 

組立の考え方や調整加

工、製品の完成法につい

て理解する。 

製品の組立や調整加工に

ついて説明を受けたうえ

で、製品を完成させ、製

品の完成までの一連の流

れを学ぶ。 

製品の評価方法について

理解する。 

課題の製作に取り組み、

製品の測定・採点を行い、

出来栄えを検討・評価す

る。 

９ 
課題作品の検討・評

価・成果発表 

課題作品の検討・評価を

ふまえ、研修成果を今後

の指導にどのように生か

すかについての見通しを

持つ。 

発表、研究協議を通して、

研修で得た知識・技術・

技能などの研修成果やそ

れをどのようにして学校

へ還元するかについて考

える。 

 


